
就業上の措置の決定、事後措置の実施
労働者への措置 例）残業制限、労働時間の短縮、就業場所の変更等

※治療等を継続し改善が認められれば、再判定を行い、通常勤務へと段階的に緩和されます。

定期健康診断・特定健診・特定保健指導について

～健康診断を受け、会社に結果が提出された後の流れ～

健康診断の受診（安全衛生法第66条）

本人への健康診断結果の通知

その後のフォロー
健康状態の改善が認められない場合、産業医、保健師等による保健指導
(面談、 受診勧奨、 アドバイス等)を行います。

通常勤務 就業制限 就業禁止（要休業）

異常なし 要医療等 要再検査、精密検査

就業再判定で、通常勤務になるまでは就業制限は継続します。
身体のためにも、仕事のためにも、なるべく早く再検査を受けましょう。

健康診断を拒否すると、どうなる？？
・会社のルールを順守できないとの判断で、罰則・減給・懲戒解雇される可能性があります。
・仕事で怪我や事故にあっても労災認定に不利な影響を与える可能性があります。

定期健康診断の健康診断の
項目の省略基準について
それぞれの基準に基づき、医師が必要で
ないと認めるときは省略ができます。
※1「医師が必要でないと認める」とは、
「症状や既往歴等を勘案し、医師が総合
的に判断する」ことをいいます。従って
省略は、年齢等で機械的に決定されるも
のではないことに留意してください。
※2ここでいう医師とは「健診受診時の医
師(労基署確認済)」です。

定期健康診断の項目

検査結果を正しく受け止め、病気の早期発見・予防に役立てましょう！
自覚症状が無いうちに異常を見つけて対処してこそ受ける意味があります。
異常があれば放置せずに、再検査をうけましょう。

根拠法律
●自己保健義務（従業員の義務）
従業員自身が業務を提供できるような健康状態を整える義務
(労働安全衛生法66条5項・66条7・第2項・69条2項)

●安全配慮義務 （会社の義務）
会社が安全に従業員が働けるように配慮する義務 (労働契約法第5条)

事業者
健康診断の結果を確認した医師等の意見に
もとづき、就業上の措置(健康状態にあわ
せた働き方の調整)を行う必要があります。
→安全配慮義務

労働者
健康診断を受け、自身の健康を守る
義務があります。
→自己保健義務

健康診断は、労働者・事業者の両方に義務付けられています

労働安全衛生法第66条（抜粋）
・事業者は、労働者に対し、厚生労働省令で定めるところにより

医師による健康診断を行なわなければならない。
・労働者は、事業者が行なう健康診断を受けなければならない。

産業保健サービス株式会社医師監修済

医師等からの意見の聴取
健診結果にもとづき「安全に働く事ができる健康状態か」を判定します。

2026年4月から人間ドック学会の判定基準が厳しくなり、空腹時血糖値の下限値が追加され
たんじゃ。前年度の結果と見比べて、自分の健診結果をよく確認するんじゃよ。
人間ドック学会判定区分：f5777368d3f9f1c60802063246d4c6ea.pdf

https://www.ningen-dock.jp/ningendock/wp-content/uploads/2025/12/f5777368d3f9f1c60802063246d4c6ea.pdf
https://www.ningen-dock.jp/ningendock/wp-content/uploads/2025/12/f5777368d3f9f1c60802063246d4c6ea.pdf


動機付け支援
対象者が自らの健康状態を自覚し、生
活習慣を振り返り、生活習慣改善のた
めの行動計画を設定でき、すぐに実践
へ移り、その生活が継続できるような
動機付けとなることを目指した支援を
実施。

産業保健サービス株式会社

特定保健指導とは：
生活習慣病の発症リスクが高く、生活習慣の改善による生活習慣病の予防効果が多く期待できる
方に対して、専門スタッフ（保健師、管理栄養士など）が生活習慣を見直すサポートをします。

～特定保健指導実施の流れ～

特定健診とは：「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づいて実施されます。

生活習慣病の予防のために、対象者（40歳～74歳）の方に、

メタボリックシンドロームに着目した健診を行います。

メタボリックシンドロームって何？
内臓肥満に高血圧・高血糖・脂質代謝異常が組み合わさることにより
動脈硬化が進行し、心臓病や脳卒中などになりやすい病態を指します。

特定保健指導を受けるメリット
・自分自身の健康状態を把握できる
・健診結果を踏まえ、現在の健康状態にあったアドバイスなどが受けられる
・疾病予防によって、いつまでも健やかな生活を送ることにつながる

メタボリックシンドロームを予防しましょう

特定保健指導対象者 リスクの程度に応じて「動機付け支援」又は「積極的支援」の2つがあります。

特定保健指導の対象になった場合は、
自分自身の生活習慣を見直すきっかけになると受け止め

是非役立てるようにしましょう。

政府広報オンライン「生活習慣病とは？予防と早期発見のために定期的な受診を！」
https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201402/1.html#secondSection

運動

毎日の生活の中で運動を
習慣化しましょう。

１日60分以上約8000歩
が推奨されます。

初回面接
保健師等の面接支援により、対象者が自らの生活習慣を振り返り、行動目標を立てる

３カ月以上の継続支援
保健師等の支援の下、目標達成へ向けた行動に取り組む

〈取り組みの例〉
●習慣付け：体重・腹囲測定の記録
●食生活：食事記録、栄養教室への参加
●運動：ウォーキングの実施

保健師等による3カ月後評価

次年度健診結果による評価

追加リスク

①血糖　②脂質　③血圧 40-64歳 65-74歳

2つ以上該当 -

あり

なし

3つ該当 -

あり

なし

1つ該当 -

　①血圧：収縮期血圧130mmHg以上または、拡張期血圧85mmHg以上

　②脂質：空腹時中性脂肪150mg/dL以上または、HDLコレステロール40mg/dL未満

　③血糖：空腹時血糖100mg/dL以上または、HbA1c5.6％以上

上記以外で、

BMI 25以上
2つ該当

積極的支援

動機付け支援

腹囲 喫煙
対象

85cm以上（男性）

90cm以上（女性） 1つ以上該当

積極的支援
動機付け支援

高血糖、脂質異常、血圧高値
の改善や重症化予防のために
は、減量や肥満の是正が推奨
されています。3～4%の緩や
かな減量でも、検査値の異常
は改善するといわれています。

積極的支援
「動機付け支援」に加えて、定期的・
継続的な支援を行うことにより、生活
習慣の改善のための行動目標を設定し、
目標達成に向けた実践に取り組みなが
ら、その生活習慣が継続できることを
目指した支援を実施。

急激なダイエットはリバウンド
に繋がります。まずは生活習慣
を整えることから始めましょう。

食事

１日3食バランス良く食
べましょう。摂取エネル
ギーに注意し、間食やア
ルコールは適量に。

禁煙

喫煙は動脈硬化を促進す
る要因となり、様々な疾
患の原因となります。禁
煙外来の活用も有効です。

医師監修済
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